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論 文 内 容 の 要 旨

開リーマン面上の調和函数或いはア-ベル微分を構成する方法として,deRham,Weyl等による直交

分解を利用する方法と,交代法に基づくSarioの作用素的方法がある｡ 申請者は本論文において, この

二､っを融合したような一つの新しい方法によって基本的な調和微分の存在定理を与え,これを用いて関連

した諸結果を拡張統一し併せて応用を示した｡

開リーマン面R上で二乗可積分な複素 (調和)微分のなすヒルベル ト空間を夫々 T(及び Fh) とする｡

Fの部分空間 X-T∬+reo(TXは Th の任意の部分空間,reoは台がコンパクトな Co8関数 fの微分

dfEFの全体の閉被)及び閉集合F∈Rを固定したとき,任意のW∈Xに対して次のようなW雷∈Xを対

応させる,･aJ雷はF上でmと一致し,Fの外部ではXの元の中で最小のノルムをもつ｡血信はFの外部では

(複素)調和になるO申革論文ではまずこの作用素 W-W雷の性質, とくにX及びFを動かしたときの変

化を詳しく調べているO一般に,R-Fで調和なR上の微分Cに対して次の条件をみたすR上の調和微分

Oを (X,F,e)一主微分 (principaldifferential)という;

W-C∈X,(也-e)蛋-a-C.

与えられた特異性をもつ主微分の存在と一意性について一般な定理を証明している.便宜上やや特殊化し

た形でその結果をあげる:

存在定理 馴まR上の孤立点集合,Fは円環 (1/2≦回≦1)に等角同値なR上の閉集合で SnF-¢ と

し,Oは高々S上に特異点をもつ(R-F)∪(∂F)上の調和微分で J880-JaFe*-0(e*はCの共役数分)

とすれば,Oは R-S上の Cl級閉微分に拡張されそのCに対して (X,F,8)主微分が存在する.この

ような主微分は 6雷-o･なる 6∈Fxを除いて一意的に定まる.

この定理によって古典論の第1,第2及び第3種の基本微分に対応する主微分の存在が分るO

主微分の一般的性質として,(1)Th の任意の部分空間yに対してYの周期再生微分はある主微分で表わ

されること,(2)一点でのみ特異性をもつ主微分の特異点のまわりの展開係数のある極値性について論じて
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次に応用のためにまず主微分甲に対して有理型微分 甲+ip*がまた一つの主微分になるための空間 T∬

に対する十分条件を示した.例えば Fx-(T去)*(T吉は Tガの T丘における直交禰空間)｡ついで次の性

質をみたす空間 TXが存在することを示すo(i)TX-Px-(ri)*,(ii)IIx(∈rh)の元はR上のすべての分

離サイクル及び Ai-サイクルに沿って周期0をもつ｡但し tAL,BE)た1はRの標準近似に関するホモロジ

ー基底 (mod∂R)｡ このような F∬を一つ固定する｡ またR上に集積しない互いに素な局所円板 V" の

合併 G-UVNを固定するとき,R上の有理型微分中がコンパクト集合及びGの外部で4･-叫 W∈X-F∬

+Feoと書けるならば卯まX挙動をもつと定義される.函数fがX挙動をもっとはdfがそうであることと

するoこのとき,G上に因子8を与え,X挙動をもち8の multipleである有理型微分 (但し極は有限個)

の空間Dと,X挙動をもち 8~1の multipleである有理塾函数の空間Sに関する一つの双対定理を示した.

証明甲 ま主微分の諸性質と楠の方法が使われている.とくにRの種数gが有限かつ∂が有限因子のときそ

の双対定理から古典的わーマン･ロッホの定理と同じ公式 dimS-dimD+deg8-g+1が導かれる.

参考論文は,開リーマン面の理想境界における調和函数の一般化された法線微分を定義して調和測度の

特徴付けを研究したもの,Hardy族の函数の極値問題や申請論文の先駆をなす二乗可積分な調和微分の

研究等いずれも独立に興味ある結果を含んでいるO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

開リーマン面上の調和 (或いは解析)函数やア-ベル数分の存在定理では,単にそれらの存在だけでな

く車種の境界条件或いは境界近傍での挙動をもつものの存在が問題であるO直交分解法や交代法はこの種

の研究に基本的役割を果たすが今日ではこのような制限つきの存在定理やその証明方法はいくつか知られ

ている｡これに対して申請者の存在軍琴は前述のように,従来のものと違って函数ではなく複素微分に作

用する線形作用素を定義しその性質と直交分解を巧妙に利用して導かれたものであり,これによって申請

者が導入した主微分と称するある極値性をもつ調和数分が構成された0

本論文ではこの存在定理をはじめ主微分に対する顕著な諸性質を見出し,関連した種々の結果を整理統

一しまた一般化した｡これらの着想と手法は非凡であり高く評価されるO

申請者の理論の大きい目標は本論文にその応用として論じている開リーマン面上のリーマン･ロッホの

定理の-定式化であろうO国定理は楠理論以来その一般化が多く研究されているが,いずれも考察する有

理型微分及び函数の実部に対する制限,正規化のためそれらのある宋ベクトル空間の間の双対定理として

定式化されており,その空間が複素ベクトル空間になるのは面の境界が非常に小さいときに限る｡これに

対して申請者は,内容の要旨で述べたようにある特定な空間Xに対しX挙動をもつ有理型微分及び函数の

ある複素ベクトル空間の間の双対定理を与えたことは注目に値するものである｡なお従来めものに較べて

X挙動をもつ函数や微分の境界挙動は非常に複雑で幾何学的意味が不明であ.る｡しかしこのことは今後に

新しい問題を提供したともいえる｡

以上のように本論文に展開された申請者の方法と諸結果は包括的でかつ新しいものを含んでおり,この

方面の研究の発展に寄与するところ大であると考える｡

よって,申請論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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